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第三回TICAD閣僚級フォローアップ会合は、日本が観測史上最大規模の
地震に襲われてからほぼ2か月後の2011年5月1日から2日にかけて、セネ

ガルのダカールで開催されます。地震発生以来、日本には、アフリカのみならず、
世界中から、お悔やみやお見舞いの言葉が数多く寄せられ、支援の手が相次いで
差し伸べられています。日本は、こうした励ましや支援の声を、世界中の人々から
日本の国民に寄せられた善意や、連帯の気持ちの証しと受け止めています。この
場を借りて、心からの感謝の意を表明いたします。

日本は、大震災からの復興に全力を挙げて取り組んでいます。未曾有の被害を
もたらした震災の経験に基づき、これまで以上に災害に強い社会づくりを進める
考えです。今後は、大震災への対応から得た経験や教訓をTICADパートナーと
共有し、洪水や干ばつなどの自然災害に見舞われることの多いアフリカで災害
への備えを進めるためにどのような支援を行うべきかについてより深く理解し、アフ
リカと共に議論していきたいと考えています。

第三回TICAD閣僚級フォローアップ会合では、全てのTICADパートナーが、横浜
行動計画の2010年度末までの進捗状況の評価を行います。横浜行動計画で
設定した5年間のフォローアップ期間の折り返し点を過ぎた本2011年は、2010年
8月に新たに共催者となったアフリカ連合（AU）委員会を含む全ての参加者に
とって、今後のTICADプロセスについて検討する絶好の機会と言えます。また、
今回のセネガルでの会合は、日本にとって今次震災を乗り越え、国際社会の平和
と安定に積極的役割を果たし続けるという決意をTICADパートナー及び世界に
表明する絶好の機会となります。日本はTICAD Ⅳの包括的な公約を誠実に実現
していく決意です。
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